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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の方向に光を与える第１の制御可能な光源と、
　第２の方向に光を与える第２の電気的に制御可能な光源と、
　光学素子と、
　エッジライト型導光体であって、その面上の外部結合パターン及び／又はその構造内に
形成される散乱粒子若しくは散乱構造を含む、エッジライト型導光体と
を含む、照明システムであって、
　前記光学素子が六角形セルのグリッドを含み、前記第１の制御可能な光源によって各セ
ルの中央からの法線の両側において閾値角度内で放たれる光はセル壁を通過しないのに対
し、前記法線の両側において前記閾値角度を上回る角度で放たれる光はセル壁を通過し、
　前記第２の電気的に制御可能な光源が前記エッジライト型導光体に側面結合され、
　前記エッジライト型導光体は、前記第１の制御可能な光源及び前記光学素子からの光が
前記エッジライト型導光体に与えられ、前記エッジライト型導光体の深さ寸法に沿って前
記エッジライト型導光体を通過し、前記第１の制御可能な光源によって放射される光のか
なりの部分が散乱又は拡散されないようにし、
　前記第２の電気的に制御可能な光源によって与えられる光の少なくとも一部が前記第１
の方向に出力され、且つ前記第１の制御可能な光源によって与えられる光と混合されるよ
うに、前記エッジライト型導光体が前記第２の電気的に制御可能な光源によって与えられ
る光を拡散する、照明システム。
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【請求項２】
　前記六角形セルのグリッドが、前記第１の制御可能な光源によって垂直方向に、即ち光
射出窓の面に対して直角に放たれる光と、前記第１の制御可能な光源によって前記法線に
対して或る角度で放たれる光との間で制御可能な色の相違をもたらす、請求項１に記載の
照明システム。
【請求項３】
　前記第１の制御可能な光源が前記光学素子と面結合され、前記第２の電気的に制御可能
な光源が前記エッジライト型導光体と側面結合される、請求項１又は２に記載の照明シス
テム。
【請求項４】
　前記第１の制御可能な光源が、強度を制御できる光源である、請求項１乃至３の何れか
一項に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記第２の電気的に制御可能な光源が、
　強度を制御できる光源、
　色を制御できる光源
の少なくとも１つである、請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記第２の電気的に制御可能な光源が、前記エッジライト型導光体の外縁の少なくとも
一部上に配置される選択可能発光素子のアレイを含む、請求項１乃至５の何れか一項に記
載の照明システム。
【請求項７】
　前記エッジライト型導光体の前記外縁の前記少なくとも一部上に配置される前記選択可
能発光素子のアレイが、空間的に制御可能な光源を提供する、請求項６に記載の照明シス
テム。
【請求項８】
　前記選択可能発光素子が、少なくとも２つの選択可能なコリメート光ビームを発生させ
、前記エッジライト型導光体は、光拡散粒子の少なくとも２つのそれぞれの領域を含み、
前記光拡散粒子の領域は既定の形式で形作られ、前記照明システムは、前記第１の制御可
能な光源によって与えられる光と混合される前記第２の電気的に制御可能な光源によって
与えられる光に基づいて照明形状を既定の形式で発生させる、請求項６又は７に記載の照
明システム。
【請求項９】
　前記エッジライト型導光体が、少なくとも２層のエッジライト型導光体を含み、前記少
なくとも２層のエッジライト型導光体は、既定の形式で形作られた光拡散粒子の少なくと
も１つのそれぞれの領域を含み、前記第２の電気的に制御可能な光源は、少なくとも２層
の選択可能発光素子を含み、前記少なくとも２層の選択可能発光素子の選択的な活性化が
前記形状の１つを既定の形式で選択的に照らすように、選択可能発光素子のそれぞれの層
が前記エッジライト型導光体の関連する層の外縁の少なくとも一部上に配置される、請求
項１乃至８の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項１０】
　前記光拡散粒子のそれぞれの少なくとも１つの領域が前記第１の方向に重複する、請求
項９に記載の照明システム。
【請求項１１】
　前記第１の方向に光を与える前記第１の制御可能な光源と、前記第２の方向に光を与え
る前記第２の電気的に制御可能な光源とを制御するコントローラを更に含む、請求項１乃
至１０の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項１２】
　光学素子を設けるステップと、
　エッジライト型導光体であって、その面上の外部結合パターン及び／又はその構造内に
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形成される散乱粒子若しくは散乱構造を含む、エッジライト型導光体を設けるステップと
、
　第１の制御可能な光を第１の方向に与えるステップと、
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えるステップと
を含む、照明システムを提供するための方法であって、
　前記光学素子が六角形セルのグリッドを含み、各セルの中央からの法線の両側において
閾値角度内の前記第１の制御可能な光はセル壁を通過しないのに対し、前記法線の両側に
おいて前記閾値角度を上回る角度の前記第１の制御可能な光はセル壁を通過し、
　前記エッジライト型導光体は、前記第１の制御可能な光が前記光学素子を介して前記エ
ッジライト型導光体に与えられ、前記エッジライト型導光体の深さ寸法に沿って前記エッ
ジライト型導光体を通過し、前記第１の制御可能な光のかなりの部分が散乱又は拡散され
ないようにし、
　前記第２の電気的に制御可能な光の少なくとも一部が前記第１の制御可能な光と混合さ
れて前記第１の方向に出力されるように、前記エッジライト型導光体が前記第２の電気的
に制御可能な光を拡散する、方法。
【請求項１３】
　前記第２の電気的に制御可能な光を与えるステップが、前記エッジライト型導光体の外
縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なくとも１つの発光
素子を選択的に活性化するステップを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記エッジライト型導光体の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子の
アレイから少なくとも１つの発光素子を選択的に活性化するステップが、光拡散粒子の少
なくとも２つのそれぞれの領域の少なくとも１つを選択的に照らすステップを含み、前記
光拡散粒子の領域は既定の形式で形作られる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムを含む非一時的コンピュータ可読媒体であって、照明システム
に結合される物理的計算装置上で前記コンピュータプログラムが実行される場合に、請求
項１２乃至１４に記載の方法の全ステップを実行するために前記照明システムを制御する
コンピュータプログラムコード手段を含む、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明システムに関し、具体的には、これだけに限定されないが屋内の人工照明
システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人々は主な照明光源として人工光よりも昼光を一般に好む。誰もが日常生活における昼
光の重要性を認識している。昼光は、人々の健康及び幸福に重要であることが分かってい
る。
【０００３】
　一般に、人々は９０％以上の時間を屋内で、しばしば自然照明から離れて過ごす。従っ
て、自宅、学校、店舗、事務所、病室、及び洗面所を含む自然照明がない環境内で確かな
昼光の印象を人工光によって作り出す人工昼光源が求められている。
【０００４】
　昼光を一層忠実に模倣しようと試みる照明システムの著しい発展があった。例えば、か
かる照明システムは、本物の天窓によって得られる自然照明を模倣しようと試みる人工天
窓として使用される。人工天窓の現実感を高めるために、天窓のソリューションは通常、
本物の天窓が据え付けられるのと同じ態様で天井の凹所に据え付けられる。
【０００５】
　自然照明のカラーポイントの漸進的変化が模倣され得るように、又は実際に特定のカラ
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ーポイントが選択され得るように、色温度及び変化が選択可能であること、更には時間と
共に漸進的に変化することを可能にすることが望ましいと理解されている。同様に、典型
的な窓又は天窓からの光色の空間的変動性を模倣するために色温度を光源上で変えられる
ようにすることが望ましい。しかし、それにはより複雑な光源及び関連する制御システム
が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、カラーポイント及び色の変化をより効率的且つ費用効果の高い方法で制御でき
るようにする照明システムが求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は特許請求の範囲によって定められる。
【０００８】
　本発明によれば、
　第１の方向に光を与えるように構成される第１の制御可能な光源（１１）と、
　第２の方向に光を与えるように構成される第２の電気的に制御可能な光源（１６）と、
　光学素子（１２）と、
　エッジライト型導光体（１４）であって、その面上の外部結合パターン及び／又はその
構造内に形成される散乱粒子若しくは散乱構造を含む、エッジライト型導光体（１４）と
を含む、照明システムであって、
　光学素子が六角形セル（１５）のグリッドを含み、第１の制御可能な光源（１１）によ
って各セルの中央からの法線の両側において閾値角度内で放たれる光はセル壁を通過せず
、且つ従って処理されないのに対し、法線の両側において閾値角度を上回る角度で放たれ
る光はセル壁を通過し、且つ適切に処理され、
　第２の電気的に制御可能な光源（１６）がエッジライト型導光体（１４）に側面結合さ
れ、
　第２の電気的に制御可能な光源（１６）によって与えられる光の少なくとも一部が第１
の方向に出力され、且つ第１の制御可能な光源（１１）によって与えられる光と混合され
るように、エッジライト型導光体（１４）が第２の電気的に制御可能な光源（１６）によ
って与えられる光を拡散するように構成される、照明システムが提供される。
【０００９】
　このようにして、所望の照明効果を混合し、模擬し、又は模倣する、制御可能な照明を
特徴とする幾つかの実施形態が実施される。
【００１０】
　第１の制御可能な光源は支持構造と面結合され、第２の電気的に制御可能な光源は支持
構造と側面結合され得る。
【００１１】
　かかる実施形態では、第２の電気的に制御可能な光源の光が支持構造の長さ又は幅を通
過するため、光のかなりの部分が第１の方向に拡散又は散乱されるのに対し、第１の制御
可能な光は支持構造の深さを通過するため、光のかなりの部分が影響を受けずに通過する
。
【００１２】
　第１の制御可能な光源は、強度を制御できる光源であり得る。
【００１３】
　第２の電気的に制御可能な光源は、強度を制御できる光源であり得る。
【００１４】
　第２の電気的に制御可能な光源は、色を制御できる光源であり得る。
【００１５】
　第２の電気的に制御可能な光源は、支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選
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択可能発光素子のアレイを含み得る。
【００１６】
　選択可能発光素子のアレイは、空間的に制御可能な光源を提供するように構成され得る
。
【００１７】
　選択可能発光素子は、少なくとも２つの選択可能なコリメート光ビームを発生させるよ
うに構成され、支持構造は、光拡散粒子の少なくとも２つのそれぞれの領域を含むことが
でき、その光拡散粒子の領域は既定の形式で形作られ、照明システムは、第２の電気的に
制御可能な光源によって与えられる光に基づいて照明形状を既定の形式で発生させるよう
に構成され得る。
【００１８】
　支持構造は、少なくとも２層の支持構造を含むことができ、少なくとも２層の支持構造
は、既定の形式で形作られた光拡散粒子の少なくとも１つのそれぞれの領域を含むことが
でき、及び第２の電気的に制御可能な光源は、少なくとも２層の選択可能発光素子を含む
ことができ、少なくとも２層の選択可能発光素子の選択的な活性化が形状の１つを既定の
形式で選択的に照らすように構成され得るように、選択可能発光素子のそれぞれの層が支
持構造の関連する層の外縁の少なくとも一部上に配置され得る。
【００１９】
　光拡散粒子のそれぞれの少なくとも１つの領域は第１の方向に重複し得る。
【００２０】
　照明システムは、第１の方向に光を与える第１の制御可能な光源と、第２の方向に光を
与える第２の電気的に制御可能な光源とを制御するように構成されるコントローラを更に
含み得る。
【００２１】
　第２の態様によれば、第１の制御可能な光を第１の方向に与えるステップと、第２の電
気的に制御可能な光を第２の方向に与えるステップと、第２の電気的に制御可能な光の少
なくとも一部が第１の制御可能な光と混合されて第１の方向に出力されるように、第２の
電気的に制御可能な光を拡散するように構成される光拡散粒子の少なくとも１つの領域を
含む支持構造に、第２の方向における第２の電気的に制御可能な光を結合するステップと
を含む、照明システムを提供するための方法が提供される。
【００２２】
　この方法は、第１の方向における第１の制御可能な光を支持構造に結合するステップを
更に含み得る。
【００２３】
　第１の制御可能な光を与えるステップは、強度を制御できる光を与えるステップを含み
得る。
【００２４】
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えるステップは、強度を制御できる光を
与えるステップを含み得る。
【００２５】
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えるステップは、色を制御できる光を与
えるステップを含み得る。
【００２６】
　第２の電気的に制御可能な光を与えるステップは、支持構造の外縁の少なくとも一部上
に配置される選択可能発光素子のアレイから少なくとも１つの発光素子を選択的に活性化
するステップを含み得る。
【００２７】
　支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なく
とも１つの発光素子を選択的に活性化するステップは、光拡散粒子の少なくとも２つのそ
れぞれの領域の少なくとも１つを選択的に照らすステップを含むことができ、光拡散粒子
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の領域は既定の形式で形作られる。
【００２８】
　コンピュータプログラムを含む非一時的コンピュータ可読媒体は、照明システムに結合
される物理的計算装置上でプログラムが実行される場合に、本明細書で開示される方法の
全ステップを実行するために照明システムを制御するように適合されるコンピュータプロ
グラムコード手段を含み得る。
【００２９】
　支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なく
とも１つの発光素子を選択的に活性化するステップは、少なくとも２層の支持構造の少な
くとも１つの層を選択的に照らすステップを含み得る。
【００３０】
　この方法は、第１の制御可能な光及び第２の電気的に制御可能な光を制御するステップ
を含み得る。
【００３１】
　第３の態様によれば、第１の制御可能な光を第１の方向に与えるための手段と、第２の
電気的に制御可能な光を第２の方向に与えるための手段と、第２の電気的に制御可能な光
の少なくとも一部が第１の制御可能な光を与えるための手段によって与えられる光と混合
されて第１の方向に出力されるように、第２の電気的に制御可能な光を拡散するように構
成される光拡散粒子の少なくとも１つの領域を含む支持手段に、第２の方向における第２
の電気的に制御可能な光を結合するための手段とを含む、照明システムが提供される。
【００３２】
　この機器は、第１の方向における第１の制御可能な光を支持手段に結合するための手段
を更に含み得る。
【００３３】
　第１の制御可能な光を与えるための手段は、強度を制御できる光を与えるための手段を
含み得る。
【００３４】
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えるための手段は、強度を制御できる光
を与えるための手段を含み得る。
【００３５】
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えるための手段は、色を制御できる光を
与えるための手段を含み得る。
【００３６】
　第２の電気的に制御可能な光を与えるための手段は、支持構造の外縁の少なくとも一部
上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なくとも１つの発光素子を選択的に活性
化するための手段を含み得る。
【００３７】
　支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なく
とも１つの発光素子を選択的に活性化するための手段は、光拡散粒子の少なくとも２つの
それぞれの領域の少なくとも１つを選択的に照らすための手段を含むことができ、光拡散
粒子の領域は既定の形式で形作られる。
【００３８】
　支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なく
とも１つの発光素子を選択的に活性化するための手段は、少なくとも２層の支持構造の少
なくとも１つの層を選択的に照らすための手段を含み得る。
【００３９】
　照明システムは、第１の制御可能な光を与えるための手段と、第２の電気的に制御可能
な光を与えるための手段とを制御するための手段を含み得る。
【００４０】
　第４の態様によれば、少なくとも１つのプロセッサと、１つ又は複数のプログラム用の
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コンピュータコードを含む少なくとも１つのメモリとを含む照明システムが提供され、少
なくとも１つのメモリ及びコンピュータコードは、少なくとも１つのプロセッサと共に、
第１の制御可能な光を第１の方向に与えること、第２の電気的に制御可能な光を第２の方
向に与えること、及び第２の電気的に制御可能な光の少なくとも一部が第１の制御可能な
光源によって与えられる光と混合されて第１の方向に出力されるように、第２の電気的に
制御可能な光を拡散するように構成される光拡散粒子の少なくとも１つの領域を含む支持
構造に、第２の方向における第２の電気的に制御可能な光を結合することを機器に実行さ
せるように構成される。
【００４１】
　第１の制御可能な光を与えることは、機器が、強度を制御できる光を与えることを引き
起こし得る。
【００４２】
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えることは、機器が、強度を制御できる
光を与えることを引き起こし得る。
【００４３】
　第２の電気的に制御可能な光を第２の方向に与えることは、機器が、色を制御できる光
を与えることを引き起こし得る。
【００４４】
　第２の電気的に制御可能な光を与えることは、機器が、支持構造の外縁の少なくとも一
部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なくとも１つの発光素子を選択的に活
性化させることを引き起こし得る。
【００４５】
　支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なく
とも１つの発光素子を選択的に活性化することは、機器が、光拡散粒子の少なくとも２つ
のそれぞれの領域の少なくとも１つを選択的に照らすことを引き起こし得、光拡散粒子の
領域は既定の形式で形作られる。
【００４６】
　支持構造の外縁の少なくとも一部上に配置される選択可能発光素子のアレイから少なく
とも１つの発光素子を選択的に活性化することは、機器が、少なくとも２層の支持構造の
少なくとも１つの層を選択的に照らすことを引き起こし得る。
【００４７】
　次に、本発明の例が添付図面に関して詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】照明システムを示す。
【図２】図１に示されている照明システム内で図示されている光学素子の構造の一例を示
す。
【図３】一部の実施形態による、制御可能な色彩照明を提供する照明システムの一例を示
す。
【図４】側面に結合される光が活性化されるときの、図３に示されている照明システムの
一例の動作を示す。
【図５】側面に結合される光が非活性化されるときの、図３に示されている照明システム
の一例の動作を示す。
【図６】一部の実施形態による、既定の形状を用いて制御可能な色彩照明及び変化を提供
する照明システムの一例を示す。
【図７】切替可能な２つの既定の形状を用いて制御可能な色彩照明及び変化を提供する照
明システムの一例を示す。
【図８ａ】一部の実施形態による、１つの方向に動的空間パターンを作り出す制御可能な
色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図８ｂ】一部の実施形態による、１つの方向に動的空間パターンを作り出す制御可能な
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色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図８ｃ】一部の実施形態による、１つの方向に動的空間パターンを作り出す制御可能な
色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図９ａ】一部の実施形態による、２つの方向に動的空間パターンを作り出す制御可能な
色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図９ｂ】一部の実施形態による、２つの方向に動的空間パターンを作り出す制御可能な
色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図９ｃ】一部の実施形態による、２つの方向に動的空間パターンを作り出す制御可能な
色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図１０ａ】一部の実施形態による、複数の光拡散層を使用して動的空間パターンを作り
出す制御可能な色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図１０ｂ】一部の実施形態による、複数の光拡散層を使用して動的空間パターンを作り
出す制御可能な色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図１０ｃ】一部の実施形態による、複数の光拡散層を使用して動的空間パターンを作り
出す制御可能な色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図１０ｄ】一部の実施形態による、複数の光拡散層を使用して動的空間パターンを作り
出す制御可能な色彩照明及び変化を提供する照明システムの一例を示す。
【図１１】関連するコントローラを有する、一部の実施形態による照明システムを示す。
【図１２】図６～図１１に示されているような適切な照明効果を発生させるための、関連
するコントローラを有する照明システムの動作の流れ図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　本明細書の説明中で具体化される概念は、第１の方向に光を発生させ又は与える第１の
制御可能な光源と、第２の方向に光を発生させ又は与える第２の電気的に制御可能な光源
と、第２の電気的に制御可能な光源によって生成される光の少なくとも一部が支持構造か
ら第１の方向に出力され、第１の電気的に制御可能な光源によって生成される光と混合さ
れるように、第２の電気的に制御可能な光源によって生成される光を散乱又は拡散させる
ように構成される光拡散粒子の少なくとも１つの領域を含むエッジライト型導光体とを含
む、照明システムである。
【００５０】
　図１は、照明器具に見られるような第１の（拡散）光源１１と、拡散光源の出力がそこ
を介して処理され与えられる光学素子１２とを含む、照明システム１０を示す。光源１１
は、照明システムが据え付けられる面に対して平行に、典型的には水平な天井に対して平
行に概して据え付けられる平面の射出窓を有する。第１の（拡散）光源１１は、一部の実
施形態では光源によってもたらされる照明の強度又は強さについて電気的に制御可能な「
白色」光源とすることができる。即ち、第１の（拡散）光源１１は、一部の実施形態では
、局所的な調光機能を有する拡散白色光源とすることができる。
【００５１】
　光学素子１２は、一部の実施形態では、垂直方向（即ち天井に据え付けられる光源の場
合は下向き）に向けられる光と、法線に対して或る角度をなす光との間で制御可能な色の
相違をもたらすことができる。「垂直方向」という用語は、光射出窓の面に対して直角で
あることを意味する数学的コンテキストで使用される。この概念が、垂直光と傾斜光とを
示すために使用される異なる種類の矢印によって図１に概略的に示されている。図１では
上述の閾値角度がθとして示されており、θは３５度とすることができる。この角度の範
囲内で放たれる光については、処理なしに光が通過することを光学素子の両側が可能にす
ることができ、この角度の外側では光学素子の両側がそれを通過する光を処理する。
【００５２】
　図２は、光学素子１２の構造の一例を示す。一部の実施形態の光学素子の構造は、六角
形セル１５のグリッドである。従って、セルの中央からの法線の両側において閾値角度内
で放たれる光はセル壁を通過せず、且つ従って処理されないのに対し、法線の両側におい
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て閾値角度を上回る光はセル壁を通過し、且つ適切に処理される。例えばセル壁は、色フ
ィルタ及び／又は強度フィルタとして機能し得る。
【００５３】
　図２に示されているセル１５は、光源１１に対して平行な平面内にある。一部の実施形
態では、セルが決まった色である。例えば一部の実施形態では、セルが決まったスカイブ
ルー色の壁を有する。一部の実施形態では、グリッド内のセルが決まった色を有するが、
グリッドの全体を通して色が異なり得ることが理解されよう。例えば、決まっているが変
化に富む色分布をグリッド全体にわたって提供するためである。
【００５４】
　但し、一部の実施形態では、セルが、少なくとも２つの処理モードを切り替えることが
できる電気的に切替可能な要素として形成されるセル壁を有することが理解されよう。光
源１１から垂直方向に放たれる光が処理されず、垂直方向に対して閾値角度を上回って斜
めに通過する光がセル壁を通過しなければならないように、各セル壁が開口部を囲む。
【００５５】
　処理されない最も急な光角度は、光源の１つのエッジと直径の反対側のセル壁との間で
定められる。この角度よりも急な全ての光はセルの側壁を通過しなければならないため、
この角度は閾値角度に達したかどうかを判定する角度と見なされる。
【００５６】
　グリッドは、典型的には１ｍｍ～１５ｍｍの高さｈと、１ｍｍ～１０ｍｍのセルピッチ
ｐとを有することができ、グリッドは図示のように六角形とすることができるが、代わり
に任意の適切な形状、例えば円形、正方形、又は長方形でも良い。更にグリッドは、規則
的なグリッドであるものとして図示されているが、一部の実施形態では異なる形状又は大
きさに作られたセルを含むことができ、換言すればグリッドが不規則なグリッドであるこ
とが理解されよう。
【００５７】
　０度～３５度等、垂直方向に対して第１の範囲の角度内にある、セルの中央からの光が
グリッドセルの中央領域を通過するのに対し、３５度～９０度のより急な光がセル壁を通
過するようにセルのピッチ及び高さが選択される。タスクライトを狭める（例えば２５度
）又は広げるために、セル壁の設計が選択される。
【００５８】
　図２に示されている構造のセル壁は、一部の実施形態では面が射出窓に対して垂直な方
向に延びた状態で、面内電気泳動装置として構成され得る。従って、面内の粒子移動は上
向き又は下向きである。
【００５９】
　一部の実施形態では、全てのセルが同じ態様で制御されながら、又はセルが比較的少数
のセグメントにグループ化されながら電気泳動セルのアレイが制御される。
【００６０】
　これらの図面は縮尺通りに描かれていない。とりわけ、これらの図面は構造を明確にす
るためにはるかに自由に描かれている。即ち、光線の方向が正確であることは意図しない
。
【００６１】
　図１に示されている照明システム１０は、室内の白色の直接光と組み合わせて処理済み
の「空」の外観を発生させるために使用され得るように構成される。
【００６２】
　図３に関して、一部の実施形態による照明システムの構造の一例が示されている。この
照明システムは、拡散光源１１と光学素子１２とを含み、光学素子１２を介して拡散光源
の出力が図１及び図２に示されているのと同様のやり方で与えられる。
【００６３】
　更に、一部の実施形態では、この照明システムの構造がエッジライト型導光体１４を更
に含む。エッジライト型導光体１４は、拡散光源１１及び光学素子１２とは別に示されて
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いるが、一部の実施形態ではエッジライト型導光体が拡散光源１１及び光学素子１２を物
理的に（又は機械的に）支持し、そのため拡散光源１１及び光学素子の少なくとも一方に
接触する。
【００６４】
　エッジライト型導光体１４は、内部に光拡散粒子又は光散乱粒子が配置される少なくと
も１つの領域、部分、又はセグメントを含み得る。光拡散粒子又は光散乱粒子は、構造内
に取り入れられる任意の光を散乱させる。光拡散粒子構造を実装するのに適した材料の一
例が例えば「Evonik」の「Endlighten」製品によって見つけられる。エッジライト型導光
体は、任意の適切な形状又は構成とすることができる。本明細書に記載の例では、エッジ
ライト型導光体が正方形又は長方形の形状を有し、その構造の長さ及び幅は、構造の深さ
よりもはるかに大きい。構造の端部（構造の狭い側面）の１つにおいて結合され、構造の
長さ又は幅を（即ち構造の「長寸」に沿って）通過する光が、面（より広い側面）に結合
され、構造の深さを（即ち構造の「短寸」に沿って）通過する光よりも拡散又は散乱され
る可能性が高いようにエッジライト型導光体１４又は光混合構造が構成される。
【００６５】
　従ってエッジライト型導光体１４は、拡散光源１１及び光学素子１２（即ち第１の光源
）からの光が支持構造の面に結合され、構造の深さ寸法に沿ってエッジライト型導光体１
４を通過するように構成され、そのため光拡散領域を光が通過するとき、光のかなりの部
分が散乱又は拡散されない。
【００６６】
　一部の実施形態では、照明システムの構造が、少なくとも１つの端部／側面放射光源１
６、即ち第２の方向（一部の実施形態では拡散光源１１の方向以外の方向）に光を放つよ
うに構成される第２の光源を更に含み得る。一部の実施形態では、側面放射光源１６が発
光ダイオード（ＬＥＤ：light emitting diode）を含む。これらの発光ダイオードは、任
意の適切な技術のダイオードとすることができる。一部の実施形態では、発光ダイオード
が赤色、緑色、青色（ＲＧＢ：red, green, blue）ダイオード光学素子、白色ダイオード
光学素子、又は白色－ＲＧＢダイオードである。
【００６７】
　図３に示されている例では、側面放射光源１６がエッジライト型導光体１４の片側にし
か位置していない。但し、側面放射光源１６は、エッジライト型導光体１４の外縁の全体
上に位置することができ、又はエッジライト型導光体１４の外縁に単に部分的に沿って位
置し得ることが理解されよう。
【００６８】
　一部の実施形態では、側面放射光源１６は、エッジライト型導光体１４の長さ（又は幅
）に沿って光が通過するように、エッジライト型導光体１４の端部（小面積側）の１つに
結合されるように構成される。従って、エッジライト型導光体１４内の光拡散粒子は、側
面放射光源１６からの光が構造の長さ又は幅を通過するとき、その光の大部分を散乱又は
拡散することができる。側面放射光源からの散乱光は、第１の光源１１の光の方向と同じ
又は同様の方向に更に散乱される（即ち光の一部が「下向き」に散乱される）。
【００６９】
　一部の実施形態では、エッジライト型導光体１４の少なくとも１つの面が、非散乱光又
は所望の方向以外の方向に散乱される光をエッジライト型導光体内に反射して戻すように
構成される。例えば一部の実施形態では、エッジライト型導光体内に反射して戻ることが
起こることを可能にし、それにより所望の「下向き」の方向の光を作り出す際の光拡散粒
子の効率を高めるために、エッジライト型導光体１４の上面又は端部が被膜又は研磨され
る。
【００７０】
　一部の実施形態では、照明システムの構造が、所望の光経路に沿ったほぼ第１の方向に
位置し、エッジライト型導光体１４から放たれる光を第１の方向に拡散又は軽く散乱させ
るように構成される拡散層１８を更に含む。
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【００７１】
　図４及び図５に関して、図３に示されている照明システム構造の一例の動作が一部の実
施形態に従って説明される。
【００７２】
　図４に関して、側面放射光源１６が活性状態にあるときの照明システムの動作が示され
ている。更に、図４に示されている例では、エッジライト型導光体１４が完全に光拡散粒
子材料から形成されている。従って、図４及び図５のエッジライト型導光体は光拡散構造
１１４である。
【００７３】
　本明細書に記載のように、拡散光源１１及び光学素子１２は拡散照明を作り出すように
構成される。拡散照明は、先端が細い矢印２０によって図４に示されている。この拡散照
明２０は、光拡散粒子構造１１４の深さ（小さい又は短い）寸法を通過し、そのため光の
散乱又は更なる拡散がごくわずかしか起こらない。従って、光拡散粒子構造１１４の第１
の面（上面又は頂面）から入る光のかなりの部分が反対側の面（下面又は底面）に出力さ
れる。
【００７４】
　更に、側面放射光源１６が光拡散粒子構造１１４に結合される光を発生させ又は放ち、
その光は先端が太い矢印２２によって図４に示されている。側面放射光源１６からの光は
、光拡散粒子構造１１４の長さ（又は幅）に沿って通過し、その光の一部は、光の一部が
同一面を通り且つ拡散光源又は第１の光源の光と同様の方向で光拡散粒子構造１１４を出
て行くように、所定方向に拡散又は散乱される。この光の動きは、先端が太い矢印及び先
端が細い矢印の両方を含む矢印２４によって図４内で見て取れる。一部の実施形態では、
拡散又は散乱された側面放射光及び拡散光のこの組合せ２４が弱い拡散層１８を更に通過
し、結合又は混合された出力光２６を作り出すことができる。
【００７５】
　この結合又は混合された出力光２６は、例えば図５に示されている側面放射光源１６が
非活性状態にあり又は非活性化されているときの拡散光源の光のみの出力光１２６と対比
される。図５の例では、側面放射光源１６と光拡散粒子構造１１４との間に結合される光
がなく（１２２）、従って光拡散粒子構造１１４からの出力は、実質的に拡散光源１１及
び光学素子１２によって生成される光である。この光拡散粒子構造の拡散のみの光１２４
は、弱い拡散層１８を通過し、拡散光源の光のみの光出力１２６として出力される。
【００７６】
　図４及び図５に関して示されている例は「オンにされる」及び「オフにされる」側面放
射光源の動作を示す。従って、側面放射光源１６からの光のレベル、強度、及び／又は光
色を調節することにより、結合又は混合された光出力２６と拡散光源のみの出力１２６と
の間で出力光が変えられ得ることが理解されよう。
【００７７】
　そのようにして、様々な体験又は効果を作り出すために光のレベルが幾つかの態様で変
更され得る。かかる体験の１つは、側面放射光源１６を決まった「オレンジ色」の光レベ
ルに設定することである。更に一部の実施形態では、拡散白色光源１１の強度は、最初に
オレンジ光よりも強く光るが、拡散光源の光強度を徐々に下げることによってオレンジ光
の相対的な寄与度が高まるように電気的に制御される。そのようにして、本明細書に記載
の実施形態によって日没の効果が模倣される。
【００７８】
　一部の更なる実施形態では、拡散光源の光強度を徐々に高めることによってオレンジ光
の相対的な寄与度が下がるように、その過程を逆にすることによって日出の効果が模倣さ
れる。
【００７９】
　「オレンジ色」の側面放射光源１６と「白色」の拡散光源１１との間の相対的な寄与度
の差異をもたらすために、一部の実施形態では拡散白色光源１１の強度及び側面放射光源
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１６の強度が変えられることができ、又は一部の実施形態では側面放射光源１６の強度の
みが変えられる。
【００８０】
　一部の実施形態に従って作り出され得る更なる効果は、最初は拡散（白色）光源１１の
光が側面放射光源１６から作り出される白色光よりも強い態様で白色光を放つように側面
放射光源１６を構成することである。かかる実施形態では、拡散光源の光レベルを徐々に
下げることにより側面放射光源の相対的な寄与度が高まり、光学素子によって作り出され
る青空の外観が、光拡散粒子支持構造によって散乱される側面放射光源の白色に徐々に取
って代わられると共に、照明システムの総光レベルが低下する。本明細書に記載の効果は
、直射日光を覆う通過する雲を模倣することができる。一部の実施形態では、この効果は
、拡散（白色）光源の相対的な光レベル及び側面放射光源の光強度を変えることによって
もたらされ得ることが理解されよう。
【００８１】
　一部の実施形態では、側面放射光源１６が照明要素のアレイ構造によって構成される。
これらの照明要素（一部の実施形態では個々にアドレス指定可能なＬＥＤモジュール又は
照明とすることができる）は、エッジライト型導光体、例えば光拡散粒子構造１１４の外
縁に沿って配置され得る。側面放射光源の配置及びそれらのアドレス指定能力は、出力光
内の制御された空間的変動又はパターンの生成を可能にし、更に出力内の動的空間パター
ンを可能にすることができる。
【００８２】
　例えば図８ａ～図８ｃは、模倣された雲が照明システム上を通過するときの線形空間推
移の一例を示す。図８ａ～図８ｃは、照明システムの「下」にいる視点からの照明構造の
平面図を示す。更に、本明細書で示される例は、側面放射光源１６を４つのアドレス指定
可能な照明の列／行として示し、それらの照明のそれぞれは正方形の光拡散粒子構造１１
４のそれぞれの側面に結合される。以下の説明では、光源の一部分を指定するために側面
放射光源が「上部」、「中央」、「下部」の形容詞によって識別される。但し、これらは
照明システムの一例の向き及び動作を明瞭にするための相対語に過ぎず、照明システムの
向きを概して限定しないことが理解されよう。
【００８３】
　図８ａに関して、側面放射光源の対の「上部」３分の１にある、対向して位置する側面
放射光源部分１６３、１６４の第１の対が第１の時点において活性化される。側面放射光
源部分１６３、１６４の光は、より高い強度の且つ混合された光出力を出力する、対向し
て位置する２つの側面放射光源部分の間にある光拡散粒子構造１１４の第１の領域１１５
上で散乱又は拡散されるのに対し、光拡散粒子構造１１４の残りの部分は拡散光源１１の
領域によって定められる光出力を有する。
【００８４】
　第２の時点において、図８ｂは、対向して位置する側面放射光源部分１６５、１６６の
第２の対が活性化されるときのパターンの推移を示す。対向して位置する側面放射光源部
分１６５、１６６の第２の対は、側面放射光源の対の「中央」３分の１にある。側面放射
光源部分１６５、１６６の第２の対では光が、より高い強度の且つ混合された光出力を出
力する、対向して位置する２つの側面放射光源部分の間にある光拡散粒子構造１１４の第
２の領域１１６上で散乱又は拡散されるのに対し、光拡散粒子構造１１４の残りの部分は
拡散光源１１によって定められる光出力を有する。
【００８５】
　第３の且つ更なる時点において、図８ｃは図８ａで始まったパターンの最終段階を示し
、ここでは対向して位置する側面放射光源部分１６７、１６８の第３の対が活性化される
。対向して位置する側面放射光源部分１６７、１６８の第３の対は、側面放射光源の対の
「下部」３分の１にある。側面放射光源部分１６７、１６８の第３の対では光が、より高
い強度の且つ混合された光出力を出力する、対向して位置する２つの側面放射光源部分の
間にある光拡散粒子構造１１４の第３の領域１１７上で散乱又は拡散されるのに対し、光
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拡散粒子構造１１４の残りの部分は拡散光源１１によって定められる光出力を有する。
【００８６】
　図８ａ、図８ｂ、及び図８ｃに示されている事象を順に発生させることにより、照明シ
ステムの上部から下部へと明るい光が照明システム上を通過する効果が模倣される。
【００８７】
　図９ａ～図９ｃは、斜方向の照明効果が作り出される照明システムの一例を示す。作り
出される効果は、照明システムの第１の角から照明システムの反対側の角へと光が斜めに
通過するものである。この例は、複数対の側面放射光源の照明要素間の連携効果を示す。
図９ａ～図９ｃは、照明システムの「下」にいる視点からの照明構造の平面図を示す。更
に、本明細書で示される例は、側面放射光源１６を４つのアドレス指定可能な照明列のア
レイとして示し、それらの照明のそれぞれは正方形の光拡散粒子構造１１４のそれぞれの
側面に結合される。以下の説明では、光源の一部分を指定するために側面放射光源が「左
側」、「右側」、「上部」、及び「下部」の形容詞によって識別される。但し、これらは
照明システムの一例の向き及び動作を明瞭にするための相対語に過ぎず、照明システムの
向きを概して限定しないことが理解されよう。
【００８８】
　図９ａに示されている例では、光拡散粒子構造１１４の第１の角（図９ａに示されてい
る例では「左上」角）の近くにある側面放射光源の照明要素が活性状態にある。これらは
、側面放射光源部分１７１、１７２の対である。第１の部分１７１は、発光源１６の「左
側」のブロックの「上部」の部分である。第２の部分１７２は、発光源１６の「上部」の
ブロックの「左側」の部分である。放射光の効果は、側面放射光源部分１７１、１７２の
長さによって２辺が定められる三角形領域として大まかに画定される光拡散粒子構造１１
４の一次領域１５１上で、放射光が最も大きい又は最も高い強度で散乱又は拡散されるも
のであり、更に強度が低い領域が一次領域１５１に隣接する二次領域１５３及び二次領域
１５３に隣接する三次領域１５５によって示され、側面放射光の光は光経路の長さに沿っ
て散乱されるため、光拡散粒子構造１１４を光が通過するにつれて散乱光又は拡散光の強
度は低下する。
【００８９】
　図９ｂに示されている例では、光拡散粒子構造１１４の第１の角（図９ｂに示されてい
る例では「左下」角）と対向する第２の角（「右上」角）との間で側面放射光源の照明要
素が活性状態にある。これらは、側面放射光源部分１７３、１７６及び１７４、１７５の
２つの対である。第１の対は、例えば発光源１６の「左側」のブロックの「下部」に位置
する第１の部分１７３、及び発光源１６の「下部」のブロックの「左側」の部分に位置す
る第２の部分１７６とすることができる。第２の対は、例えば発光源１６の「上部」のブ
ロックの「右側」の部分に位置する第１の部分１７４、及び発光源１６の「右側」のブロ
ックの「上部」の部分に位置する第２の部分１７５とすることができる。
【００９０】
　放射光の効果は、側面放射光源部分を結ぶ線によって定められる対角帯として大まかに
画定される光拡散粒子構造１１４の一次領域１５１上で、放射光が最も大きい又は最も高
い強度で散乱又は拡散されるものであり、更に強度が低い領域が一次領域１５１の両側に
ある二次領域１５３及び二次領域１５３に隣接する三次領域１５５によって示され、側面
放射光の光は光経路の長さに沿って散乱されるため、光拡散粒子構造１１４を光が通過す
るにつれて散乱光又は拡散光の強度は低下する。
【００９１】
　図９ｃは、光拡散粒子構造１１４の第２の角（図９ｃに示されている例では「右下」角
）の近くにある側面放射光源の照明要素が活性状態にある。これらは、側面放射光源部分
１７７、１７８の対である。第１の部分１７７は、発光源１６の「右側」のブロックの「
下部」の部分である。第２の部分１７８は、発光源１６の「下部」のブロックの「右側」
の部分である。放射光の効果は、側面放射光源部分１７７、１７８の長さによって２辺が
定められる三角形領域として大まかに画定される光拡散粒子構造１１４の一次領域１５１
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上で、放射光が最も大きい又は最も高い強度で散乱又は拡散されるものであり、更に強度
が低い領域が一次領域１５１に隣接する二次領域１５３及び二次領域１５３に隣接する三
次領域１５５によって示され、側面放射光の光は光経路の長さに沿って散乱されるため、
光拡散粒子構造１１４を光が通過するにつれて散乱光又は拡散光の強度は低下する。
【００９２】
　図８ａ～図８ｃ及び図９ａ～図９ｃの例に示されている効果は、発光源１６に沿って発
光素子がオン／オフされるときに作り出される効果の階段状変化を示す。但し、一部の実
施形態では、光強度が発光源１６に沿って徐々に又はゆっくりと変えられるため、効果は
漸進的変化又は連続可変の変化であり得ることが理解されよう。例えば図８ａに関して、
「左側」及び「右側」の上部又は上部３分の１にある照明要素が最大強度まで徐々に高め
られる。次いで、上部３分の１の「左側」及び「右側」の発光源１６が最小強度まで徐々
に下げられながら、「左側」及び「右側」の発光源１６の中央３分の１が最大強度まで徐
々に高められる。次いで、中央３分の１の「左側」及び「右側」の発光源１６が最小強度
まで徐々に下げられながら、「左側」及び「右側」の発光源１６の下部３分の１が最大強
度まで徐々に高められる。このようにして、漸進的な効果の変化がもたらされる。
【００９３】
　このようにして、動的な雲の効果及び動的な日没又は日出の効果を作り出すことが可能
であり得る。更に一部の実施形態では、本明細書に示されているような空間パターンを作
り出すことにより、局所的な調光又は局所的に調光された領域を作り出すことが可能であ
り得る。
【００９４】
　一部の実施形態では、エッジライト型導光体の範囲、領域、又は部分が透明若しくはほ
ぼ透明であり、エッジライト型導光体の別の範囲、領域、又は部分が、既定の形式又は形
状に構成される光拡散粒子構造である。かかる実施形態では、側面放射光源１６を活性化
することが光拡散粒子構造の範囲又は部分を照らし、照明形状を作り出すことができる。
【００９５】
　例えば図６は導光体２１を示し、その一部は透明であり、雲の形状をした部分１８が光
拡散粒子部分である。側面放射光源がオンにされ、又は活性状態にあるとき、雲の形状を
した部分内で拡散又は散乱される光が雲の形状を光源のより明るい部分又は異なる色の部
分として「表示」させるのに対し、側面放射光源がオフにされる場合は雲の形状が「消え
る」。
【００９６】
　側面放射光源が切替可能素子を含む一部の実施形態では、複数の形状が同時に又は異な
る時点で照らされ得ることが理解されよう。
【００９７】
　例えば図７は、導光体２１が既定の「三日月」の形状１８１を有する光拡散粒子材料の
第１の領域と、既定の「太陽」の形状１８２を有する光拡散粒子材料の第２の領域とを含
む一例を示す。この例の側面放射光源１６は、第１の領域、従って第１の形状１８１を照
らすように構成される少なくとも１つのコリメート光要素１６１と、第２の領域、従って
第２の形状１８２を照らすように構成される第２の光要素１６２とを含む。側面放射光源
１６内のオン／オフを切り替えることにより、又は第１のコリメート光要素１６１及び／
又は第２のコリメート光要素１６２の強度を変えることにより、それぞれの形状が別々に
又は一緒に照らされる。例えば、昼／夜の効果をもたらすために、日中は「太陽」の形状
１８２が照らされ、夜間は「月」の形状１８１が照らされる。
【００９８】
　本明細書に示されている例は、単一層のエッジライト型導光体を示すが、一部の実施形
態では複数層のエッジライト型導光体が使用され得ることが理解されよう。
【００９９】
　かかる実施形態では、より洗練された効果が作り出され得るようにエッジライト型導光
体の層が個々に制御される。例えば、単一層の支持構造上ではさもなければ重複し、別々
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に照らすことができない要素を含む画像を作成するために、複数層のエッジライト型導光
体が使用される。
【０１００】
　例えば、図１０ａ～図１０ｄは、複数（２）層の構造の一例を示す。図１０ａ～図１０
ｄに示されているこの２層構造の例は、照明システムの既定の形状の領域を逐次的に点灯
することによってもたらされるアニメーション効果を作り出すように構成される。図１０
ａ～図１０ｃは、照明システムの「下」にいる視点からの照明構造の平面図を示すのに対
し、図１０ｄは複数層の支持構造内の２つの別々の層を示す概略的側面図を示す。
【０１０１】
　図１０ａ～図１０ｄに示されている導光体の例は、第１の層２０１を含む導光体を示す
。第１の層２０１は、第１の層の側面放射光源２６１に結合されるように更に構成される
。図１０ａでは、第１の層２０１が、「左側」の羊２２１、「右側」の羊２２５、及び「
左側」の羊の領域と「右側」の羊の領域との間に位置する柵２２３を含む光拡散粒子領域
を有する導光体によって示されている。この導光体は、第２の層２０２を更に含む。第２
の層２０２は、第２の層の側面放射光源２６２に結合されるように更に構成される。図１
０ｂでは、第２の層２０２が、「跳び越えている」羊２３１、及び「跳び越えている」羊
の領域２３１の下に位置する、倒された又は傾斜が付けられた柵２３３を含む光拡散粒子
領域を有する導光体によって示されている。
【０１０２】
　複数層の導光体の一例の組合せが図１０ｃに示されており、図１０ｃは、第１の層２０
１の照明を実線によって示し、破線によって第２の層２０２によってオーバレイヤ（over
layer）されている。この例では、第１の層２０１を（第１の層の側面放射光源２６１を
オンにすることによって）照らして「左側」の羊の形状及び柵（並びに出て行く「右側」
の羊の形状）を照らし、第２の層を（第２の層の側面放射光源２６２をオンにすることに
よって）照らして「跳び越えている」羊の形状と「倒された」柵の形状とを（第１の層の
側面放射光源２６１をオフに切り替えながら）照らし、次いで第１の層の側面放射光源２
６１を再びオンにすることで第１の層２０１を再度照らし、第２の層の側面放射光源２６
１をオフに切り替えながら「右側」の羊の形状及び柵（並びに新たな「左側」の羊の形状
）を照らすことにより、羊が柵を跳び越えて倒す効果が作り出される。更に、重なり合う
柵の形状と倒された柵の形状とは独立に表示される。
【０１０３】
　この例は２層構成に関して示されているが、任意の適切な数の拡散粒子を有する導光体
又はプレート、及び関連する結合側面放射光源が使用され得ることが理解されよう。
【０１０４】
　従って、例えば一部の実施形態では、導光体が、曇り空の外観を作り出すために結合さ
れる白色側面放射光源を有する第１の層を含む。その導光体は、日没又は日出の効果を模
倣するように構成される結合赤緑青（ＲＧＢ）側面放射光源を有する第２の層を更に含む
。その導光体は、第３の側面放射光源に結合される、雲の形状をした光拡散粒子の様々な
領域を有する導光体を含む第３の層も含むことができ、雲の形状をした領域は第３の側面
放射光源がオンにされるときに目に見えるようになるように構成される。
【０１０５】
　一部の実施形態では、導光体の層よりも光源の層の方が少なくても良いことが理解され
よう。例えば、白色光源の層及びＲＧＢ光源の層が複数の導光体の層に結合される。更に
、一部の実施形態では、導光体の層よりも光源の層の方が多くても良いことが理解されよ
う。例えば、単一の導光体の層が第１の白色光源の層及び第２のＲＧＢ光源の層に結合さ
れ、その２つを切り替えることが「白色」効果又は「有色」効果をもたらす。更に一部の
実施形態では、複数の層によるフレネル反射に起因する効率損失を回避するために、ＲＧ
Ｂ光源及び白色光源又はモジュールが単一のアクリル層へと結合される。
【０１０６】
　一部の実施形態では、光拡散粒子構造によって拡散される側面放射光源のみによって出
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力照明効果が作り出されるように、拡散光源がオフにされるか、又は実質的に調光される
照明システムが実装され得ることが理解されよう。この効果は「夜間モード」として知ら
れる。かかる実施形態では、側面放射光源が「低レベル」の基本拡散白色光を作り出すよ
うに構成され得、又は導光体が点若しくは星の形状をした光拡散粒子領域を含む一部の実
施形態、又は導光体が低密度の光拡散粒子を含む一部の実施形態では、暗い空における星
／天の川／銀河の効果が作り出される。
【０１０７】
　図１１は、本発明の実施形態を実装するのに適したシステムを示す。更に、図１２は、
図１１に示されているシステムの動作の流れ図を示す。コントローラ９０が、拡散（第１
の）光源１１及び側面放射光源１６を制御する。日出及び日没の制御が自動で行われ得る
ように、コントローラ９０はユーザインタフェース９２から得られるユーザ命令に従って
、及び／又はタイマ９４から得られる時間値に基づいて動作するように構成される。コン
トローラ９０は、光源の光出力の変化を可能にするように更に構成され得る。照明システ
ムが導入されている建物の外に位置するセンサが光レベルの一時的低下を検出するとき、
通過する雲を模倣すること等の効果をプロセッサが生成できるようにするために他のセン
サが使用され得ることが理解されよう。
【０１０８】
　従って、例えばコントローラ９０は、ユーザインタフェースによって入力される命令を
ユーザインタフェースから得るように構成される。その一例は、既定の「日出」、「日没
」の効果、「光掃引」パターン、又は「オレンジ光」の色を実施するための命令である。
【０１０９】
　ユーザインタフェース入力を受け取る操作は、図１２のステップ５０１によって示され
ている。
【０１１０】
　コントローラは、選択されたユーザインタフェース入力、及び一部の実施形態では他の
センサ情報又はタイミング情報に基づき、白色光源又は拡散光源制御信号を生成するよう
に構成される。例えば、拡散光制御信号の強度の変化を制御するためのタイマ入力である
。
【０１１１】
　拡散光源制御信号を生成する操作は、図１２のステップ５０３によって示されている。
【０１１２】
　コントローラは、選択されたユーザインタフェース入力、及び一部の実施形態では他の
センサ情報又はタイミング情報に基づき、側面放射光源制御信号を生成するように構成さ
れる。例えばコントローラは、一部の実施形態では図８～図１０に示されている動的照明
効果を作り出すために、タイマ入力を使用して、側面放射光制御信号の強度の変化及び制
御信号を適用するアドレスを制御することができる。
【０１１３】
　側面放射光源制御信号を生成する操作は、図１２のステップ５０５によって示されてい
る。
【０１１４】
　コントローラは、一部の実施形態では制御信号を拡散光源及び側面放射光源に出力する
ように構成される。
【０１１５】
　制御信号を拡散光源及び／又は側面放射光源に出力する操作は、図１２のステップ５０
７によって示されている。
【０１１６】
　コントローラから制御信号を受信した拡散光源及び／又は側面放射光源は、その制御信
号に基づいて光を発生させ又は与えるように構成される。
【０１１７】
　制御信号に基づいて光を発生させ又は与える操作は、図１２のステップ５０９によって
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示されている。
【０１１８】
　次いで、拡散光源及び側面放射光源からの光が導光体（又は光拡散粒子領域）内で混合
又は結合され、制御された光出力をもたらす。
【０１１９】
　結合された光を出力する操作は、図１２のステップ５１１によって示されている。
【０１２０】
　コントローラは、所要の様々な機能を実行するために、ソフトウェア及び／又はハード
ウェアを用いて数多くの態様で実装され得る。プロセッサは、所要の機能を実行するため
のソフトウェア（例えばマイクロコード）を用いてプログラムされ得る１つ又は複数のマ
イクロプロセッサを使用するコントローラの一例である。但し、コントローラは、プロセ
ッサを使用して実装されても使用せずに実装され、幾つかの機能を実行するための専用ハ
ードウェアと、他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば１つ又は複数のプログラム
されたマイクロプロセッサ及び関連回路）との組合せとしても実装される。
【０１２１】
　本開示の様々な実施形態において使用され得るコントローラコンポーネントの例は、こ
れだけに限定されないが、従来のマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
：application specific integrated circuit）、及び書替え可能ゲートアレイ（ＦＰＧ
Ａ：field-programmable gate array）を含む。
【０１２２】
　様々な実装形態において、プロセッサ又はコントローラは、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ等の揮発性及び不揮発性コンピュータメモリ等の１つ又は複数の記憶
媒体に関連する。記憶媒体は、１つ又は複数のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実
行されるとき、所要の機能を実行する１つ又は複数のプログラムで符号化され得る。様々
な記憶媒体が、プロセッサ又はコントローラ内に固定され、又は記憶された１つ若しくは
複数のプログラムがプロセッサ又はコントローラ内にロードされるように可搬式である。
【０１２３】
　一部の実施形態では、導光体の４つ全ての側壁が、それらの全面にわたり均一に発光す
るように構成される側面放射光源に結合される。即ち、各側面放射光源は、オン／オフを
切り替えられ得る又は最大光強度の０％～１００％の値に調光され得る単一の長方形の発
光部で構成される。
【０１２４】
　この場合もやはり、一部の実施形態では側面放射光源の全てが同時にオンにされるよう
に構成され得る。この構成は太陽からの指向性の照射を再現しないが、生成される効果が
色等の制御された外観を有し得ることを意味する。
【０１２５】
　第１の例として、側面放射光源の光源は、その面上の外部結合パターン（ペイントドッ
ト又は表面粗さ等）を有し、又はその構造内に形成される散乱粒子若しくは散乱構造を有
するエッジライト型導光体を含む。一部の実施形態では、側面放射光源は更に、導光体構
造の１つ又は複数の端部にあるＬＥＤである。
【０１２６】
　第２の例として、光源はＯＬＥＤ（有機ＬＥＤ）照明パネルとすることができる。
【０１２７】
　第３の例として、光源は白色ミクシングボックス内の低出力又は中出力ＬＥＤのアレイ
で構成される。ミクシングボックスは、均等な放射面を作り出すためにディフューザによ
って覆われる。
【０１２８】
　上記の例は全て人工天窓、即ち天井窓から得られる光の外観を再現するために使用され
る照明パネルと組み合わせて照明システムを使用することに関する。一部の実装形態では
、人工天窓は、天窓（即ち空に面する窓）を通る日中照明の外観を再現することが目的と
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めに更に拡散的でも良い。人工天窓は、月明かり又は星明かりを再現するためにも制御可
能である。
【０１２９】
　本発明の構成は、本物の天窓（即ち実際の窓）にも適用され、一部の実施形態では、制
御可能な第１の光源が制御可能な天窓によって提供される。この照明システムは、晴れた
日の効果を作り出すために曇りの日に使用され、又は全般照明を加えるために夜に使用さ
れる。
【０１３０】
　上記の例では区分化された光源領域を利用する。一部の実施形態では、現実感を一層改
善するためにほぼ連続して変化するパターンが形成され得るように、側面放射光源がはる
かに高い分解能を有するピクセル化ディスプレイとして形成される。
【０１３１】
　上記のように、特定の関心分野は人工天窓に関してである。しかし、曇りの日に窓枠の
凹所上に明るい領域を作り出すことにより、本発明は実際の窓（天窓又は標準的な垂直の
窓）の場合に日光の効果を模倣する際にも利益を有することが上記の説明から明らかであ
る。かかる事例は直接日光の効果（及びそれほど曇っていないという認識）を作り出す。
この実施形態は、例えば占有者が、例えば大角度又は遠い距離にいることで窓の外を直接
見ることができない場合に最も効果的である。
【０１３２】
　一部の実施形態は、人工的な垂直の窓に適用され得る。その人工窓は、本物のように見
える（例えば写真のような）風景を作り出そうと試みる光源、又は実際の風景の（意識下
の）印象（例えばことによるとダイナミクスを伴う非常にぼやけた低詳細度の風景）を与
える光源を有する。本物の窓と同様に、直接日光の効果を模倣することによって現実感が
高まる。
【０１３３】
　上述の実施形態は本発明を限定するのではなく例示し、当業者は添付の特許請求の範囲
から逸脱することなく多くの代替的実施形態を設計できることに留意すべきである。特許
請求の範囲では、括弧の間に配置される如何なる参照符号も、請求項を限定するものとし
て解釈すべきでない。「含む」という語は、請求項中で述べるもの以外の要素又はステッ
プの存在を排除しない。要素に先行する語「１つの（a）」又は「１つの（an）」は、そ
の要素が複数存在することを排除しない。実施形態は、幾つかの別個の要素を含むハード
ウェアによって実施され得る。幾つかの手段を列挙する装置の請求項では、それらの手段
の幾つかがハードウェアの同一アイテムによって具体化され得る。特定の手段が互いに異
なる従属項中で引用されるという単なる事実は、それらの手段の組合せを有利に使用でき
ないことを示すものではない。更に、添付の特許請求の範囲では、「Ａ、Ｂ、及びＣの少
なくとも１つ」を含む一覧は、（Ａ及び／又はＢ）並びに／或いはＣと解釈されるべきで
ある。
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